
交通安全
教室

　一般社団法人いわき石川青年会議所（溝井吉一理事長）による第34回
交通安全教室は5月9日、石川自動車教習所で行われました。この教室は
石川郡内の小学1年生や石川養護学校の児童を対象に毎年行われていま
す。児童は、安全な道路の歩き方訓練や交通安全クイズなどを通して、交
通ルールを学んでいました。

【写真上】手を上げて横断しましょう
【写真下】パトカーってどうなっているんだろう？

選挙権年齢が「18歳以上」に
引き下げられます
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選
挙
権
年
齢
が「
18
歳
以
上
」に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

　
公
職
選
挙
法
等
の
一
部
が
改
正

さ
れ
（
以
下
改
正
法
）、
年
齢
満
18

歳
以
上
か
ら
国
政
選
挙
等
に
投
票

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

い
つ
行
わ
れ
る
選
挙
か
ら

投
票
で
き
る
？

高
校
3
年
生
に
な
っ
た
ら

投
票
で
き
る
？

18
歳
以
上
選
挙
権

に
つ
い
て
の
疑
問

若
者
の
皆
さ
ん

投
票
し
ま
し
ょ
う
！

な
ぜ
選
挙
権
年
齢
が
18
歳

以
上
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

世
界
各
国
の
選
挙
権
年
齢
は

18
歳
以
上
が
主
流
で
す

選
挙
運
動
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す

有
権
者
に
な
る
と
…

進
学
や
就
職
で
引
っ

越
し
た
ら
住
民
票
を

移
し
ま
し
ょ
う

選
挙
に
関
す
る
情
報

（
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
編
集
し
て
掲
載
）

　
全
国
的
に
進
行
し
て
い
る
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
社
会
問
題
を
受
け
て
、
今
後
の

日
本
の
未
来
を
担
う
存
在
で
あ
る
10
代
の

方
々
に
も
政
治
に
参
画
し
て
も
ら
い
た
い
、

ま
た
、
早
く
か
ら
選
挙
権
を
持
ち
「
自
分

も
社
会
を
担
う
一
員
な
ん
だ
」
と
い
う
意

識
を
若
い
う
ち
か
ら
持
つ
こ
と
に
よ
り
、

主
体
的
に
政
治
に
関
わ
る
若
者
が
増
え
て

ほ
し
い
た
め
で
す
。

　
10
代
に
限
ら
ず
、
若
者
の
投
票
率
が
低

く
な
る
と
、
若
者
の
声
は
政
治
に
届
き
に

く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

若
者
向
け
の
政
策
が
実
現
し
に
く
く
な
っ

た
り
、
実
現
す

る
の
に
時
間
が

か
か
っ
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

【
選
挙
用
語
解
説
】

●
公
示
と
告
示
の
違
い
は
？

　
ど
ち
ら
も
「
公
的
機
関
が
広
く
一

般
に
知
ら
せ
る
こ
と
」
を
指
し
ま
す
。

◦
公
示衆

議
院
議
員
の
総
選
挙
と
参
議

院
議
員
の
通
常
選
挙
を
行
う
こ

と
は
、
日
本
国
憲
法
に
定
め
る

国
事
行
為
と
し
て
天
皇
が
知
ら

せ
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

◦
告
示そ

の
他
の
市
町
村
長
選
挙
や
議

員
選
挙
を
行
う
こ
と
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
が
掲
示
板
に
掲
示

す
る
な
ど
し
て
知
ら
せ
る
こ
と

を
指
し
ま
す
。
例
外
と
し
て
、

国
の
選
挙
で
あ
っ
て
も
再
選
挙

や
補
欠
選
挙
の
場
合
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
が
告
示
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
改
正
法
に
よ
り
、
18
歳
以
上
か
ら
選
挙

権
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

高
校
3
年
生
で
も
、
満
18
歳
に
な
ら
な
け

れ
ば
選
挙
権
を
得
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
年
齢
に
関
す
る
こ
と　

　
民
法
に
お
け
る
年
齢
の
計
算
方
法
は
、

誕
生
日
の
前
日
に
1
つ
年
を
重
ね
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
例
）

　
　
石
川　
太
郎
（
17
歳
）　

　
　
誕
生
日
：
平
成
10
年
8
月
1
日

　
　
投
票
日
：
平
成
28
年
7
月
31
日

　
投
票
に
つ
い
て
は
、
投
票
日
当
日
の
時

点
で
選
挙
権
年
齢
に
達
し
て
い
れ
ば
投
票

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
7
月
31
日
で
18

歳
と
な
る
た
め
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
18
歳
以
上
選
挙
権
は
、
若
者
の
皆
さ
ん

に
与
え
ら
れ
た
、
若
い
世
代
の
声
を
政
治

に
届
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ま
た
、
選
挙

権
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
よ
り
さ
ら
に
若
い
世
代
が
政
治
を

学
び
、
考
え
る
機
会
が
多
く
な
る
こ
と
で
、

工
夫
を
凝
ら
し
た
若
者
向
け
の
政
策
、
あ

る
い
は
よ
り
よ
い
未
来
の
た
め
の
政
策
が

立
案
さ
れ
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
「
選
挙
」「
投
票
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く

と
「
堅
苦
し
い
」「
大
人
が
行
け
ば
い
い
」

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
決
し
て
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
の
未
来
を
作
っ
て
い

く
に
は
若
者
の
み
な
さ
ん
の
声
が
必
要
で

す
。
棄
権
せ
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
！

・
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
選
挙
）

　

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/
senkyo/senkyo_s/index.htm

l

・
は
じ
め
て
の
選
挙
ー
18
歳
選
挙

　

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/18
senkyo/index.htm

l

　
改
正
法
は
、
平
成
28
年
6
月
19
日
か
ら

施
行
さ
れ
、
施
行
日
後
初
め
て
行
わ
れ
る

国
政
選
挙
（
衆
議
院
議
員
の
総
選
挙
ま
た

は
参
議
院
議
員
の
通
常
選
挙
）
の
公
示
日

以
後
に
そ
の
期
日
を
公
示
さ
れ
ま
た
は
告

示
さ
れ
る
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

と
な
る
た
め
、
平
成
28
年
6
月
19
日
以
降

に
公
示
さ
れ
る
国
政
選
挙
か
ら
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
今
年
の
夏

に
行
わ
れ
る
予
定
の
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
か
ら
投
票
で
き
る
予
定
で
す
。

　
今
ま
で
の
日
本
の
選
挙
権
年
齢
は
満
20

歳
以
上
で
し
た
が
、
改
正
法
に
よ
り
満
18

歳
以
上
と
な
り
ま
す
。
で
は
、
世
界
の
選

挙
権
年
齢
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　
国
立
国
会
図
書
館
（
平
成
26
年
）
の
調

査
で
は
、
世
界
1
9
1
の
国
・
地
域
の
う

ち
、
約
9
割
が
日
本
の
衆
議
院
に
あ
た
る

下
院
の
選
挙
権
年
齢
を
「
18
歳
以
上
」
と

定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

国
で
は
選
挙
権
年
齢
の
引
き
下
げ
の
動
き

が
活
発
化
し
て
お
り
、
な
か
に
は
「
16
歳

以
上
」
へ
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
国

も
あ
り
ま
す
。

　
世
界
で
は
、
若
者
の
声
を
積
極
的
に
政

治
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
み
ら

れ
ま
す
。

　
選
挙
運
動
と
は
、
特
定
の
候
補
者
の
当

選
を
目
的
と
し
て
投
票
を
得
さ
せ
る
た
め

の
活
動
を
い
い
ま
す
。
有
権
者
（
18
歳
以

上
）
に
な
る
と
、
一
定
の
選
挙
活
動
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
選
挙
運
動
が
で
き
る
の
は
、

公
示
・
告
示
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で

と
な
り
ま
す
。

●
電
話
で
の
投
票
依
頼

●
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
の
投
票
依
頼

・
選
挙
運
動
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
自
分
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
等
に
書
き
込
む

・
選
挙
運
動
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ツ

イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
等
）
で
広
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等

※
次
の
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
注

意
が
必
要
で
す

●
有
権
者
（
18
歳
以
上
）
に
よ
る
電
子

メ
ー
ル
を
使
用
し
た
投
票
依
頼

●
18
歳
未
満
に
よ
る
選
挙
運
動

　
選
挙
で
投
票
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
権

を
有
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

　
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
は
住
民
票
が
あ

る
自
治
体
で
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

進
学
や
就
職
な
ど
に
伴
い
、
実
家
を
離
れ

る
場
合
等
に
お
い
て
は
、
引
っ
越
し
先
の

自
治
体
へ
の
住
民

票
の
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
移
し
ま

し
ょ
う
。

 

公
布
日　
平
成
27
年
6
月
19
日

　
　
　
　
　

➡　
1
年
経
過

 

施
行
日　
平
成
28
年
6
月
19
日
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桜
が
色
付
き
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
。

第
30
回
石
川
桜
ま
つ
り
が
4
月
9
日
か
ら

24
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
川
町
が
誇
る
美
し
い
桜
を
全
国
へ
発

信
し
多
く
の
観
桜
者
を
迎
え
る
た
め
、
今

年
か
ら
メ
イ
ン
会
場
を
商
工
会
に
移
し
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、
花
見
弁
当
や
お
土
産
品
な

ど
を
販
売
す
る
「
桜
の
駅
」
の
設
置
や
町

内
の
食
を
巡
る
「
お
花
見
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
」

な
ど
を
企
画
。
併
せ
て
設
置
さ
れ
た
観
光

案
内
所
に
立
ち
寄
っ
た
観
桜
者
が
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
マ
ッ
プ
を
手
に
桜
並
木
や
ま
ち

あ
る
き
を
楽
し
む
様
子
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
9
日
に
は
、
石
川
さ
く
ら
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
が
、
16
日
・
17
日
に
は
ス
テ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
魚
つ
か
み
大
会
、
県
立

石
川
高
校
茶
道
部
に
よ
る
さ
く
ら
野
点
な

ど
が
行
わ
れ
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　
ラ
ン
チ
や
ス
イ
ー
ツ
な
ど
が
楽
し
め
る
お
店
を

紹
介
。
飲
食
店
16
店
、
ス
イ
ー
ツ
販
売
店
5
店
の

計
21
店
舗
が
、
桜
と
一
緒
に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
多

彩
な
グ
ル
メ
を
提
供
し
ま
し
た
。

　
花
見
弁
当
や
町
内
物
産
品
を
販
売
。
町
の
紹
介

や
観
光
案
内
な
ど
、
観
光
者
へ
の
お
も
て
な
し
の

拠
点
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

左）石川さくらロードレー
ス大会／親子で力を合わせ
ゴールを目指す

左）石川自治セ
ンター内まちな
か工房での作品
販売
右）商工会館入
口に飾られた吊
るし雛

▲みんなで一緒に踊りましょう！ ▲さくら野点／県立石川高校茶道部 ▲子供たちに人気の魚つかみ大会

桜
の
見
頃
を
迎
え
た
会
場
に
は
、
全
国
か

ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、
桜
並
木
の
下
で
花

見
弁
当
を
食
べ
た
り
、
家
族
で
く
つ
ろ
い

だ
り
と
、
思
い
思
い
の
楽
し
み
方
で
春
を

満
喫
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
第
30
回
を
迎
え
た
石
川
桜
ま
つ

り
。
来
年
も
ま
た
人
と
桜
で
石
川
町
が
春

色
に
染
ま
り
ま
す
よ
う
に
。

石川桜まつり期間中　毎日実施しました

イベント　９日（土）

イベント　１６日（土）・１７日（日）

１万８千人 が 石川の桜 と 食 を堪能

お
花
見
グ
ル
メ
フ
ェア

桜
の
駅（
臨
時
物
産
店
）

初開催のさくら
STREETMUSICには６組
が出演。県外からの出演
者もみられ、会場は音楽
やダンスで盛り上がりま
した

第３０回
石川桜まつりを
開催しました

４/９～２４
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4つの事業所が7月19日㈫から業務を始めます
　旧森林技術センターを改修した石川町合同庁舎の開所に伴い、現在、旧福島県石
川合同庁舎に入居している事業所が移転することとなりました。

【移転する事業所】
　　●石川地方町村会・・・・・・26-2648
　　●石川地方職業相談室・・・・26-2484
　　●社会福祉法人石川福祉会・・26-1123
　　●石川地方老人クラブ連合会

【移転先住所】
　　〒963-7845　石川町字高田234番地の1

MAP

県立石川高校

石川町公民館

役場分庁舎

石川町合同庁舎

役場本庁舎

県
道
40
号
線

県道14号線

　新しい施設での業務開始は、7月19日㈫から行います。
　7月15日㈮までは、現在の所在地で業務を行います。

　◦電話 26-2484　FAX 26-2262
　　（電話・FAXとも現在の番号と変更はありません）
　◦業務取扱時間
　　　月曜日から金曜日までの午前8時30分～午後5時
　　　※土日、国民の休祝日、12月29日～1月3日は閉庁となります
　　　（現在の業務取扱時間と変更はありません）

各階のご案内
【1階フロア案内】

…玄関を入って左側奥が石川地方職業相談室、石川地方老人クラブ連合会の
　事務室になります

会議室

【2階フロア案内】
…1階玄関正面の階段から2階に上がります
　階段を上がって正面が石川福祉会、右側奥が石川地方町村会の事務室に
　なります

会議室

石川地方職業相談室（愛称：FAITH）からのお知らせ

旧森林技術センターが
石川町合同庁舎として開所します



街か ど

探検隊探検隊探検隊探検隊

まちなかに活気を取り戻すために
高校生がイベントを企画
　学法石川高校の生徒が企画したイベント「REVIVE 
ISHIKAWA VOL.1 ～桜の下で笑顔を咲かそう！～」
は4月17日、鈴木重謙屋敷跡地で行われました。
　このイベントは、まちなかのにぎわい創出を目的
に町が主催し、高校生が中心となって石川町のPR、
手作りすいとんの無料提供、軽食の販売を行ったほ
か、キッズコーナーを設け、多くの家族連れでにぎ
わいました。
　また、熊本地震を受け会場で義援金を募り、販売
収益金と合わせて被災地へ届けられました。

大型連休恒例
石川グリーンフェア
　2016石川グリーンフェアが5月3日から5日にか
けて母畑レークサイドセンターで行われました。
　グリーンフェアは大型連休恒例のイベントで、植
木や鉢植え、庭石、ガーデニング用品が展示販売さ
れたほか、子どもゲームコーナーや食べ物屋台が設
けられました。
　来場者は5月のさわやかな空の下で様々な品物に
見入りながら、楽しいひと時を過ごしました。

いしかわ子どもの日フェスティバル
城彰二サッカースクール開催

震災復興の一歩として
原木しいたけきのこ祭りを開催

　今年で5回目となるきららサッカー連盟（生田目
信宏会長）主催の「城彰二SoccerSchool」は5月4日、
母畑レークサイドセンター体育館で行われました。
　元サッカー日本代表の城彰二さん、インテルアカ
デミージャパンアシスタントコーチの鳩野大介さん
を講師に招き行われました。
　当日は石川郡内の小学生約60名が城さんらと触
れ合いを楽しみ、ゴールデンウィークの楽しい思い
出となりました。

　小湊登さん（谷地字椚作）による原木しいたけきのこ祭
りは５月１日、小湊さんのしいたけほ場で開催されました。
　小湊さんは、震災前は約25,000本に及ぶ原木しいたけ
を生産し、町内でも有数のしいたけ農家として活動してい
ましたが、原発事故により生産していたすべての原木が廃
棄処分になるなど事故により甚大な被害を受けました。
　震災から１年を経過した平成２４年に栽培を再開し、現
在は約5,000本の原木を栽培するなど復興に向けて生産を
続けています。
　この日は小湊さんが生産した肉厚なきのこを参加者が舌
鼓を打ち、復興に向けた熱意を誓い合いました。

企業実習実施へ
「いしかわWORK&LIFE教育」調印式
　いしかわWORK＆LIFE教育運営協議会（加納武夫
会長）による調印式は4月19日、県立石川高校で行
われました。
　式では企業実習（キャリアチャレンジ）を希望する
同校2年生の生徒、保護者及び校長、実習を受け入
れる町内の事業所等で協定書を結びました。生徒は
2年生の前期・後期で2社、3年生では年間を通して
1社で実践的な学びを実習します。
　この教育を通して、生徒の進路実現に向けたサポー
トや地域に貢献する生徒の育成が期待されます。

有害鳥獣対策に尽力
石川町鳥獣被害対策実施隊
　石川町鳥獣被害対策実施隊（久下勝正隊長）によ
る猟犬を使用した有害鳥獣対策は4月29日、中田地
内で行われました。
　この対策方法は、山林内に潜むイノシシを猟犬を
使用して追い込み、猟銃により仕留める方法で、同
隊による対策は年に数回、イノシシ被害が多い地域
で実施されています。
　また、より効率的な対策を行うために有害鳥獣対
策の講習会も受講しており、農業者の方々の農作物
を守るために、日々奔走しております。

地域の安全目指して
石川町消防団春季検閲式
　石川町消防団（郷誠一団長）春季検閲式は4月17
日、石川町総合体育館で行われました。
　式では郷団長から加納武夫町長に点検者が委嘱さ
れ通常点検が行われたほか、小隊訓練が実施されま
した。
　また、町長表彰として小木秀治元山橋分団長、中
島徹元沢田分団長、円谷龍一元野木沢分団長に感謝
状が、団長表彰として消防団在籍10年の団員28名
に永年勤続賞が贈られました。

取材します！ 身近に行われている楽しいイベントや明るい話題などを役場総務課までお寄せください。

広報いしかわ6月号 ● 89 ● 広報いしかわ6月号



おじいちゃん おばあちゃんおじいちゃん おばあちゃん
いっしょいっしょと

ともに認め合い
支え合う社会へ
ともに認め合い
支え合う社会へ

いしかわ男 女 共同参画
6月23日から29日までの1週間は、「男女共同参画週間」です 

広報いしかわ6月号 ● 1011 ● 広報いしかわ6月号

第一保育所に通う塩田　紗
さ

綾
あや

ちゃん、
祖父の和良さん、祖母のウメさんです。

●どんなお孫さんですか？
　とても明るくて、優しい子です。
●おじいちゃん、おばあちゃんと

どんなことをするのが好きです
か。

　お外で一緒に鬼ごっこをしたり、
どろんこ遊びをするのが大好きで
す。
●お孫さんへメッセージをお願い

します。
　明るく健康に、思いやりのある
子に育ってね！

　「男女共同参画」と聞くと、「女性が頑張って活躍すること」、「女性を優遇すること」や「男性の家事分担」
など、いろいろなイメージがあると思います。
　最近では男女平等の考えが広まって、「そんなことは当たり前」「自分には関係ないこと」と思っている人
も多くいると思います。
　とはいえ、私たちは、「男はこうあるべき」「女はこうあるべき」という考え方を知らず知らずのうちに持
っています。
　男女共同参画とは、「男らしさ」や「女らしさ」にとらわれず、一人一人が「自分らしく」を大切にして
いくということです。私たちは何物にも束縛されずに生きる権利を
持っています。お互いを理解し、「ともに認め合い、支え合う社会」
を実現するため、今後も町では啓発活動を行っていきます。

 　28年度「男女共同参画週間」のキャッチフレーズは

「意識をカイカク。男女でサンカク。社会をヘンカク。」
　女性も男性も多様な暮らしや働き方が可能な社会を作るため、男
性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、一人一人の積極的
な取り組みが必要です。　 

 　私たちのまわりについて、この機会に考えてみませんか。

あなたも、認知症サポーターに
〜認知症になっても住みなれた地域で〜

　65歳の15％以上の人が認知症、またはその予備軍と言われていま
す。
　町では、認知症を理解し支える人を増やし、認知症になっても安
心して暮らし続けられる地域づくりを進めるため、平成18年度から
認知症サポーター養成講座を実施しています。
　今年度は『認知症サポーターがいます』ステッカーを作成し、講
座を受講してくださった事業所（商店、医療機関、薬局、宿泊施設、
公共機関等、高齢者のみなさんが利用する事業所や機関等）に交付し、
目につくところに貼っていただくことにしました。
　事業所に限らず、各種団体、地区の集まりなどでの講座の開催も
大歓迎です。みなさんも、認知症サポーターになりましよう。

認知症サポーター養成講座の申し込み・問い合わせ　石川町地域包括支援センター　☎26−4606

　健康な体づくりには、1正しい食事　2適度な運
動　3良質な睡眠　の3つが必要です。どれかひと
つが乱れると、体と心の健康づくりはできません。子
どもの頃からの心がけが大切です。

1正しい食事
①規則正しい食生活をすること
　　元気な1日の始まりは朝食にあります。欠食し

ないで、朝食は必ず食べましょう。
②栄養価の高い食事をすること
　　良質な炭水化物（玄米、全粒粉）・脂質（えごま油、

オリーブオイル）・たんぱく質（鶏胸肉、青魚、大
豆製品類）を選びましょう。

③バランスよく食べること
　　肉類、加工食品、市販の食品などに偏らない食事

をしましょう。
④しっかり嚙むこと
　　しっかり嚙むと唾液がよくでます。唾液は、消化

を助け栄養素を吸収する役割があるので、よく噛
んで食べましょう。

2適度な運動
①簡単なストレッチをすること
　　1日の中で空いている時間は首や肩、腕などの

軽いストレッチをしましょう。
②歩くこと
　　1日1万歩を目標に、自分の体力やペースに合

わせて歩きましょう。
③深呼吸をする
　　1日に数回は、ゆっくりと鼻から吸って口から

吐く深呼吸をして、リラックスしましょう。

3良質な睡眠
①夜更かししないこと
　　成長ホルモンが最も分泌されるのは午後10時か

ら午前2時と言われています。生活リズムは睡眠
と大きく関係しているので、睡眠はしっかりとり
ましょう。

健康食育健康食育
健康な
体づくりと
食事

健康な
体づくりと
食事
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放
送
大
学

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

労
働
保
険
の
年
度
更
新
等
の
お
知
ら
せ

『
じ
ゃ
口
か
ら

安
心
と
ど
け  

未
来
ま
で
』

6
月
1
日
～
7
日
全
国
水
道
週
間

町
内
環
境
美
化
清
掃（
町
内
一
斉
ご
み
拾

い
）で
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
ま
ち
に

　
平
成
28
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更

新
の
申
告
期
限
は
7
月
11
日
㈪
で
す
。

　
期
限
ま
で
に
、
最
寄
り
の
銀
行
、
郵

便
局
、
労
働
基
準
監
督
署
、
福
島
労
働

局
に
お
い
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
労
働
保
険
の
年
度
更
新
は
電
子
申
請

を
、
労
働
保
険
料
等
の
納
付
は
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
労
働
局

　
　
総
務
部　
労
働
保
険
徴
収
室

☎
0
2
4
ı
5
3
6
ı
4
6
0
7

　
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
路
上
や
空
き
地
に
捨
て
ら
れ

た
空
き
缶
な
ど
の
ご
み
類
の
回
収
作
業

を
、
河
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
の
対

象
と
な
ら
な
い
行
政
区
を
中
心
に
行
い

ま
す
。
早
朝
か
ら
の
作
業
と
な
り
ま
す

が
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
時
間　
7
月
3
日
㈰
午
前
8
時
ま
で

※
時
間
に
つ
い
て
は
、
各
行
政
区
で
決

定
し
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
荒
天
の
場

合
は
、
7
月
10
日
㈰
に
延
期
し
ま
す
。

児
童
手
当
の
現
況
届
の

提
出
を
忘
れ
ず
に

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
毎
年
6
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。（
該
当
者
に

は
通
知
し
ま
す
）

　
こ
の
届
は
6
月
1
日
の
状
況
を
把
握

し
、
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
届
の

提
出
が
な
い
と
、
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。。

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

実
施
の
お
知
ら
せ

　
7
月
3
日
に
河
川
美
化
清
掃
作
業
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
早
朝
か
ら
の
作
業
と
な
り
ま
す
が
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時　
7
月
3
日
㈰

※
時
間
に
つ
い
て
は
、
各
行
政
区
で
決

定
し
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
荒
天
の
場

合
は
、
7
月
10
日
㈰
に
延
期
し
ま
す
。

●
対
象
河
川

　
今
出
川
、
北
須
川
、
飛
鳥
川
、

　
堀
田
川
、
組
矢
川

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
建
設
課　
維
持
係

☎
2
6
ı
9
1
3
3

　
水
は
、
私
た
ち
の
毎
日
の
暮
ら
し
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
も
の

で
す
。
水
道
水
は
ダ
ム
や
地
下
水
な
ど

の
水
を
浄
水
場
で
き
れ
い
に
し
、
水
道

管
で
み
な
さ
ん
へ
と
届
け
ら
れ
ま
す
。

　
水
道
に
携
わ
る
多
く
の
人
た
ち
が
、

今
日
も
安
全
で
安
心
な
水
を
絶
や
す
こ

と
の
な
い
よ
う
努
め
て
い
ま
す
の
で
、

貴
重
な
水
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

※
工
事
や
修
理
は
、
石
川
町
の
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
以
外
施
工
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
水
道
事
業
所

　
　
　
　
　
　
　
☎
2
6
ı
1
5
0
2

平
成
28
年
度「
鉱
物
教
室
」

受
講
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　
日
本
三
大
鉱
物
産
地
と
し
て
知
ら
れ

る
石
川
町
の
貴
重
な
鉱
物
に
関
し
て
、

鉱
物
採
集
な
ど
を
通
し
て
楽
し
み
な
が

ら
知
識
、
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

保
存
や
活
用
方
法
等
を
考
え
る
講
座
で

す
。

●
実
施
日　
　
全
4
回
開
催

　
①
6
月
26
日
㈰　
②
8
月
28
日
㈰

　
③
10
月
23
日
㈰　
④
12
月
4
日
㈰

●
対
象

　
一
般
成
人

●
募
集
人
員

　
15
名
（
先
着
順
）

●
事
業
内
容

・
石
川
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
に
あ
る

標
本
等
を
利
用
し
て
の
座
学
（
第
1
回
）

・
鉱
物
採
集
（
第
2
回
・
第
3
回
）

・
博
物
館
等
の
施
設
見
学
（
第
4
回
）

●
参
加
費

　
無
料

●
申
込
期
間

　
6
月
1
日
㈬
～
6
月
17
日
㈮

●
申
込
方
法

　
①
直
接
石
川
町
公
民
館
へ
来
館

　
②
電
話

　
③
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
後
は
公
民
館
に
確
認
の

電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
職
員
を募

集
し
ま
す

●
受
験
資
格

・
平
成
28
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、
高

等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
3
年
を

経
過
し
て
い
な
い
者
及
び
平
成
29
年
3

月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

・
人
事
院
が
先
に
掲
げ
る
も
の
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

●
申
込
受
付
期
間

　
6
月
20
日
㈪
～
6
月
29
日
㈬

●
申
込
方
法

　
受
験
の
申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
し
込
み
と
し
ま
す
。
な
お
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
め
な
い
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
第
一
次
試
験
日

　
9
月
4
日
㈰

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
仙
台
国
税
局

　
　
人
事
第
二
課　
試
験
研
修
係

　
　

�

☎
0
2
2
ı
2
6
3
ı
1
1
1
1

　
人
事
院
東
北
事
務
局

　
　

�

☎
0
2
2
ı
2
2
1
ı
2
0
2
2

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
福
祉
課　
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
2
6
ı
0
8
1
1

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課　
環
境
対
策
係

☎
2
6
ı
9
1
2
2

●
対
象
事
業

① 

広
く
県
民
に
公
開
す
る
文
化
活
動

の
成
果
発
表

② 

県
の
代
表
や
公
的
機
関
か
ら
の
招

へ
い
に
よ
り
国
内
外
の
発
表
会
等
へ

参
加
す
る
事
業

③ 

文
化
財
の
保
護
・
保
存
の
た
め
の

事
業

④
被
災
者
文
化
活
動
支
援
事
業

⑴
東
日
本
大
震
災
又
は
原
子
力
災
害
で

被
災
し
た
県
民
及
び
文
化
団
体
が
参

加
す
る
芸
術
文
化
及
び
伝
統
芸
能
に

関
す
る
事
業

⑵
東
日
本
大
震
災
又
は
原
子
力
災
害
で

被
災
し
た
県
民
及
び
文
化
団
体
が
伝

統
文
化
の
保
存
・
継
承
の
た
め
に
行

う
ソ
フ
ト
事
業

⑶
東
日
本
大
震
災
又
は
原
子
力
災
害
で

被
災
し
た
県
民
及
び
文
化
団
体
が

所
有
す
る
伝
統
芸
能
の
用
具
等
の
新

調
・
修
理
事
業

●
対
象
者

　
県
内
に
住
所
ま
た
は
活
動
の
本
拠
を

有
す
る
個
人
（
県
外
在
住
の
県
出
身
者

も
含
む
）
ま
た
は
文
化
団
体
等
（
商
工

会
、
商
工
会
議
所
、
Ｊ
Ｃ
等
を
含
む
）。

●
助
成
金
額

　
助
成
対
象
経
費
の
1
/
3
ま
た
は

1
/
2
以
内
の
額
。
た
だ
し
対
象
事
業

の
区
分
に
よ
り
、
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
方
法

　
所
定
の
申
請
書
に
記
入
の
上
、
必
要

書
類
を
添
付
し
、
石
川
町
公
民
館
の
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　
7
月
25
日
㈪

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課　
文
化
振
興
係

☎
２
６
ı
２５６６




福
島
県
文
化
振
興
財
団
助
成

事
業
の
申
請
受
付
け
に
つ
い
て

●
そ
の
他

　
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
募
集
人
員

に
達
し
た
段
階
で
募
集
を
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課　
文
化
振
興
係

　
　
　
　
☎
2
6
ı
2
5
6
6

　
　
　
　
蕭
2
6
ı
4
9
9
2

　
石
川
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　
　
　
☎
2
6
ı
3
7
6
8

平
成
29
年
度
石
川
町
職
員（
大
学
卒

程
度・資
格
免
許
職
）を
募
集
し
ま
す

●
募
集
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

【
大
学
卒
程
度
】

　
・
一
般
行
政　
　
若
干
名

　
・
土
木　
　
　
　
若
干
名

【
資
格
免
許
職
】

　
・
保
育
士　
　
２
人
程
度

●
受
験
資
格

【
大
学
卒
程
度
】

　
・
一
般
行
政
、
土
木

　
昭
和
62
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
7
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

　
※
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

【
資
格
免
許
職
】

　
・
保
育
士

　
昭
和
57
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
9
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。　　

　
※
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
※
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
者
又
は

平
成
29
年
3
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

者
。

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

①
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

②
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

③
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の

執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
又
は
そ
の
執

行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で

の
者

④
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
降
に
お
い

て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成

立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ

と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他
団
体
を

結
成
し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

●
試
験
の
方
法

・
第
１
次
試
験
…
教
養
試
験
、
専
門
試

　
　
　
　
　
　
　
験
、
適
性
検
査

・
第
２
次
試
験
…
小
論
文
、
面
接
試
験
、

　
　
　
　
　
　
　
集
団
討
論

●
試
験
期
日
と
会
場

　
・
第
１
次
試
験
…
７
月
24
日
㈰

　
　
福
島
大
学

　
・
第
２
次
試
験
…
９
月
上
旬
予
定

　
　
石
川
町
役
場
（
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）

●
合
格
者
の
採
用

　
合
格
者
は
、
職
種
ご
と
に
採
用
候
補

者
名
簿
に
高
得
点
順
に
登
載
さ
れ
、
成

績
順
に
町
長
が
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
採
用
候
補
者
名
簿
の
有

効
期
限
は
原
則
と
し
て
１
年
で
す
。

●
試
験
の
申
込

①
申
込
用
紙
の
交
付

　
申
込
用
紙
は
、
総
務
課
職
員
係
で
交

付
し
ま
す
。
郵
便
請
求
す
る
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
採
用
試
験
申
込
用
紙
請

求
（
試
験
職
種
「
一
般
行
政
」、「
土
木
」

又
は
「
保
育
士
」）
と
朱
書
し
、
１
４

０
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信

用
封
筒
（
角
型
２
号
）
を
同
封
し
て
く

だ
さ
い
。

②
申
込
方
法
及
び
受
付
期
間

　
６
月
１
日
㈬
～
６
月
24
日
㈮
ま
で
に
、

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
総

務
課
職
員
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
執
務
時
間
中
に
限
り
ま
す
）

　
申
込
用
紙
を
郵
送
す
る
場
合
は
、
角

型
２
号
の
封
筒
に
採
用
試
験
申
込
と
朱

書
し
、
必
ず
簡
易
書
留
に
て
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。（
６
月
22
日
㈬
ま
で
の
消

印
の
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
）

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課　
職
員
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
２１１３




平
成
29
年
度
石
川
町
職
員

（
社
会
福
祉
士
）を
募
集
し
ま
す

　
平
成
29
年
度
石
川
町
職
員
（
社
会
福

祉
士
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
受
験
資
格
者
は
、
昭
和
62
年
4
月
2

日
か
ら
平
成
7
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
社
会
福
祉
士
の
資
格
を

有
す
る
者
、
ま
た
は
平
成
29
年
3
月
末

ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
者
で
す
。

　
申
込
方
法
な
ど
募
集
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
広
報
い
し
か
わ
7
月
号
及
び
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
第
1
次
採
用
試
験
日
は
9
月

18
日
㈰
、
ふ
く
し
ま
中
町
会
館
（
福
島

市
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課　
職
員
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
２
６
ı
２１１３




　
放
送
大
学
で
は
平
成
28
年
度
第
2
学

期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
学
ぶ
通

信
制
の
大
学
で
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん

で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し

み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い

世
代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。

　
出
願
期
間
は
、
第
1
回
が
8
月
31
日

㈬
ま
で
、
第
2
回
が
9
月
20
日
㈫
で
す
。

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す

の
で
、
詳
細
は
次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
4
ı
9
2
1
ı
7
4
7
1

平
成
28
年
8
月
1
日
か
ら
平
成
28
年

11
月
30
日
ま
で
に
行
う
次
の
事
業



広報いしかわ6月号 ● 1415 ● 広報いしかわ6月号

子育て世帯・若者世帯の住宅取得を支援します！
　町では、子育て世帯の居住安定の確保と若者世帯の定住促進を図り、人口の減少を抑制するとともに、活
力あるまちづくりを推進するため、平成28年度から、子育て世帯・若者世帯の住宅取得を支援する補助金交
付制度を実施します。
■受付期間・受付場所
　受付期間：平成28年7月1日から平成32年3月31日まで
　受付場所：都市建設課　都市整備係
■補助対象者
　次の（1）または（2）のいずれかの世帯で（3）に該当する世帯を補助対象者とします。

（1）子育て世帯
　取得した住宅の工事請負または売買契約日現在において、義務教育を修了するまでの子どもを養育し
ている子育て世帯であること。

（2）若者世帯
　取得した住宅の工事請負または売買契約日現在において、夫婦のいずれかが40歳未満の婚姻世帯であ
ること。

（3）共通事項
①自らが居住するために取得した住宅の所有権を有し、当該住宅に住民登録をした者で生活の基盤を石川

町に置くこと。
②補助金交付を受けた後、当該住宅に10年以上継続して定住すること。
③世帯全員に町税等の滞納がないこと。
④世帯全員が石川町暴力団排除条例第2条第2号に規定する者でないこと。

■補助対象住宅
　補助金の交付対象となる住宅は、平成28年4月1日から平成32年3月31日までの間に、次の住宅を新築ま
たは購入し、所有権保存登記等を完了したものとします。

①新築住宅の工事請負契約を締結し、不動産保存登記を完了した住宅
②建売住宅及び中古住宅の売買契約を締結し、不動産移転登記を完了した住宅

■補助金の額
（1）子育て世帯住宅取得支援事業

補助区分 区　分 補助金額

基本補助金
①新築住宅　建売住宅 70万円
②中古住宅 35万円

加算補助金

③分譲地購入加算金（新築） 20万円
④町内建設業者建築加算金（新築） 20万円
⑤子ども加算金（新築・建売・中古） 1人　5万円（限度額20万円）
⑥転入世帯加算金（新築・建売・中古） 20万円

（2）若者世帯住宅取得支援事業
補助区分 区　分 補助金額

基本補助金
①新築住宅　建売住宅 70万円
②中古住宅 35万円

加算補助金
③分譲地購入加算金（新築） 20万円
④町内建設業者建築加算金（新築） 20万円
⑤転入世帯加算金（新築・建売・中古） 20万円

■お問い合わせ先
　都市建設課　都市整備係　☎26-9131

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

の
お
知
ら
せ

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
心
の
病
気
で

悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
家
族
に
向
け
た

心
の
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時

　
6
月
14
日
㈫

心
配
ご
と
相
談

定
例
行
政
相
談

●
日
時

　
6
月
10
日
㈮
（
弁
護
士
相
談
会
）

　
　
午
後
1
時
～
午
後
3
時
※
要
予
約

●
場
所　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
６
ı
３７９３




　
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
定
例
行
政
相

談
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

●
日
時　
6
月
18
日
㈯

　
　
　
　
午
前
9
時
～
正
午

●
場
所　
石
川
町
公
民
館

東
京
電
力
よ
り

　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
東
京
電
力
で
は
、
原
子
力
発
電
所
事

故
の
損
害
賠
償
に
つ
い
て
、
訪
問
活
動

強
化
の
た
め
、
7
月
1
日
よ
り
賠
償
相

談
窓
口
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま

す
。

●
ビ
ッ
グ
ア
イ
ウ
エ
ス
ト
相
談
窓
口

　
　
　
（
郡
山
市
駅
前
2
ı
11
ı
1
）

・
開
設
日
時

　
火
・
木
・
土
曜
日
（
休
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

●
白
河
相
談
窓
口

　
　
　
（
白
河
市
高
山
西
1
6
2
ı
21
）

・
開
設
日
時

　
月
・
水
・
金
曜
日
（
休
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
）

相
談
窓
口
に
つ
い
て

　
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
（
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
）
の

予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
積
極

的
な
勧
奨
を
差
し
控
え
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
相
談
窓
口
の
電
話
番
号
が
4
月
1

日
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。
相
談
窓
口
で

は
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ

ク
チ
ン
を
含
む
予
防
接
種
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
、
性
感
染
症
、
そ
の
他
感
染
症

全
般
に
つ
い
て
の
相
談
に
お
応
え
し
ま

す
。

●
感
染
症
・
予
防
接
種
相
談
窓
口

　
　
☎
0
4
2
2
ı
7
0
ı
1
4
8
5

・
受
付
日
時　
月
曜
日
～
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

●
福
島
県
の
相
談
窓
口

　
福
島
県　
保
健
福
祉
部　
健
康
増
進
課

　
　
☎
0
2
4
ı
5
2
1
ı
7
2
3
8

　
福
島
県　
教
育
庁　
健
康
教
育
課

　
　
☎
0
2
4
ı
5
2
1
ı
8
4
0
9

Ｈ
Ｉ
Ｖ（
エ
イ
ズ
）検
査

普
及
週
間
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
6
月
1
日
㈬
～
6
月
7
日

㈫
ま
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）
検
査
普

及
週
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
エ
イ
ズ
は

Ｈ
Ｉ
Ｖ
へ
の
感
染
を
早
期
に
発
見
し
て

治
療
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ
り
、
発
症

を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
県
内

の
各
保
健
所
・
保
健
福
祉
事
務
所
で
は

無
料
・
匿
名
で
の
相
談
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
の

心
配
が
あ
る
場
合
は
、
ま
ず
相
談
・
検

査
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
検
査
実
施
日

・
昼
間　
毎
週
火
曜
日
（
即
日
検
査
可
）

　
　
　
　
9
時
～
11
時

・
夜
間　
第
1
・
3
火
曜
日

　
　
　
　
17
時
30
分
～
19
時
30
分

●
相
談
・
検
査
窓
口

　
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

☎
0
2
4
8
ı
7
5
ı
4
3
3
8

　
午
後
2
時
～
午
後
4
時

●
場
所　
石
川
町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容　
相
談
及
び
助
言
指
導
な
ど

●
担
当　
コ
ス
モ
ス
通
り

　
　
　
　
　
　
心
身
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
院
長　
圓
口　
博
史
氏

※
予
約
制
に
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広報いしかわ6月号 ● 1617 ● 広報いしかわ6月号

『第32回石川町少年の主張大会』開催のお知らせ
　小学生・中学生・高校生が、家庭・学校・地域及び仲間とのふれあいを通して日頃感じていること、
考えていることを発表することにより、自立心や社会性を養うとともに、青少年健全育成について、
町民のみなさんが理解と関心を深めるため「第32回石川町少年の主張大会」を開催します。
　お誘い合わせのうえご来場ください。
●日　時　　6月18日（土）
　　　　　　午前10時〜正午
●会　場　　共同福祉施設多目的ホール
●主　催　　石川町青少年健全育成推進協議会
●参加者　　①小学生　4名
　　　　　　②中学生　3名
　　　　　　③高校生　2名
●発表内容　　
　主張の内容は、小学生・中学生・高校生が家庭・学校・地域及び友人関係等の関わり合いの中で、
日頃考えていることを一人5分以内で発表します。
　第38回少年の主張福島県大会への予選を兼ねます。（中学生が対象となります）

「みんな　おいでヨ　たのしい絵本」読み聞かせ会
　小さいお子さんを対象に読み聞かせ会を開催します。
　楽しい内容の絵本をたくさん朗読しますので、みなさん奮ってご来場ください。
●日　時　　6月25日（土）　午前10時〜午前10時30分
●場　所　　石川町公民館　図書室
●テーマ　　「もうすぐ七夕！」
●その他　　事前の申し込みは不要ですので、直接会場へお越しください。

※今後の予定
7月23日（土） 虫・ムシ・大好き！
8月20日（土） こわ～い話
9月10日（土） みんなげんきに
10月22日（土） おいしい話
11月26日（土） ゆかいな話
12月17日（土） 心あたたまるお話
1月28日（土） 寒い日のお話
2月18日（土） もうすぐ春！
3月25日（土） 大きくな～れ！

『おじいちゃん・おばあちゃんへの手紙コンクール』参加者募集
　世代を越えた「心の交流」により「心の教育、命の教育」を推進し、命を伝えいただいた祖父母
に感謝し、家族愛を一層確かなものとするため「おじいちゃん・おばあちゃんへの手紙コンクール」
を開催します。
　たくさんのご応募をお待ちしています。
●応募資格	 町内在住もしくは町内の学校に通学している、小学校1年生から高校3年生までの方
●作品の提出先
　町内の学校に通学している方は、所属の学校に提出してください。町内在住で町外の学校に通学
している方は、石川町教育委員会まで持参又は郵送（〒963-7845 石川町字高田200-2）により
提出をお願いします。
●応募期間	 7月22日（金）まで
●応募内容	 小学校1・2年生	 200字以内
		  同　　3・4年生	 400字以内
		  同　　5・6年生	 800字以内
		  中学生以上	 1,100字以上1,200字以内
●入賞作品の発表
　審査を行い、広報いしかわで発表します。
●その他
　入賞作品は「敬老会」並びに「新聞等」で公表しますので予めご了承ください。
　なお、応募作品の著作権は、石川町教育委員会となります。

お申し込み・お問い合わせ先…石川町公民館　☎２６-２５６６

測定日　平成28年5月9日㈪　午後5時

測定場所 放射線量
（μSｖ/ｈ） 測定場所 放射線量

（μSｖ/ｈ）
野木沢小学校 0.088 東光寺広場前（曲木） 0.100
沢田小学校 0.081 北山形集会所 0.108
石川文化幼稚園 0.050 石川町保健センター 0.095
石川中学校 0.064 野木沢保育所 0.063
学法石川高校 0.061 旧外槙保育所 0.074
石川養護学校 0.075 老人ホーム長生園 0.071
第一保育所 0.059 石川町役場 0.049
総合運動公園 0.095 山橋自治センター 0.057
沢田児童館 0.064 オルキス（沢田） 0.054
桜ヶ丘学園 0.088 石川小学校 0.082
共生園（塩沢） 0.102 坂路公会堂 0.075
母畑レークサイドセンター 0.094 第二保育所 0.057
中谷自治センター 0.060 県立石川高校 0.058
ニホンブナ（中田） 0.085

27か所平均 0.074（μSｖ/ｈ）
※参考　平成27年9月9日町内測定平均　　0.074（μSｖ/ｈ）

放
射
線
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ニ
タ
リ
ン
グ
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報
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広報いしかわ6月号 ● 1819 ● 広報いしかわ6月号

（１）開館日数⇒314日
（２）入館者数⇒2019人 内訳（町内：523人　県内：943人　県外：553人）
（３）主な活動

①企画展⇒「石川地方の自由民権運動」
：�石川町合併60周年・石陽社結成140周年記念企画展。自由民権運動 に関する初めての展示会。初公開や

新発見の史料も展示され、県外からも多数の方々が来館
　企画展⇒「飯島栄一コレクション」

：�鉱物の教育的普及活動に尽力された故飯島栄一氏を称え、同氏コレクションを展示。町民の方々の参観が
多く、同氏の人柄と地元貢献が偲ばれます

②調査・研究⇒「飯盛里安博士関連資料」の整理と研究：橋本悦雄氏（文化財保護審議会委員）を中心に継続
③郷土教育⇒児童生徒対象の教育事業（鉱物・民俗・歴史）5校　265人
④鉱物保護収集委員会
　⇒町内天然記念物及び鉱山跡調査を実施。先進地視察実施（新潟県糸魚川市・岐阜県中津川市）
⑤その他⇒石川町産出の鉱物標本や、町の歴史に関する史料の寄贈・寄託
　　　　　（飯島栄一氏収集鉱物、森嘉種書（河野広中宛）、河野広中書、鈴木重謙家文書、村越芳夫家文書等）

　石川の大地を構成する岩石・鉱物について
研究し、深い愛情を持って子供たちにその教
育的普及を図られた故三森たか子氏（1921～
2015）を称え、8月2日(火)から、企画展『石
川の大地教育の母～三森たか子先生93歳の生涯
～』を開催します。
　三森氏は大正10（1921）年12月13日、東京
都牛込区（現新宿区）で、父一郎氏、母みつ氏
の間に誕生しました。（一郎氏は本町出身です。）
　昭和15（1940）年3月に神奈川県女子師範
学校を卒業、川崎市の川崎第二高等小学校訓導
として教員生活をスタートしました。
　昭和20（1945）年3月10日未明、B29によ
る「東京大空襲」で被災し、父の実家である石
川町新町に疎開。同年7月、宮本村国民学校（現
古殿町）を振り出しに、石川郡内の小中学校で長く教壇に立ちました。この間、理科教育、なかでも当地方の「大
地を構成する岩石や鉱物」に強い関心を持ち、授業や部活動を通して、そのすばらしさを児童生徒に伝えること
に尽力。平成17（2005）年11月、先生の御功績に対し、文部科学省より「地域文化功労賞」が授与されました。
　当館では、三森先生ゆかりの品々を多数展示します。町民の皆様には、その飾らない人柄と、「故郷石川」に
対する誇りと限りない愛情に満ちた93歳の生涯を偲んでいただければと思います。

「鉱物教室」受講生募集！　一緒に石川の鉱物を採集・研究しましょう!!
全４回（第１回　開講式　６月２５日（土）１３：３０　石川町公民館）定員１５名
※申込方法など詳細については行政だよりをご覧ください

　「大壇古墳群」は、今から約1500～1400年前（６世紀初頭から７世紀）に、当地を治めていた有力者一族の
墓群と考えられています。上空から見ると、かぎ穴のような形をした「前方後円墳(ぜんぽうこうえんふん)」が
２基と、丸い形をした「円墳(えんぷん)」が7基の計９基からなる古墳群です。中でも、１号墳は主軸の長さが
約３９㍍もある前方後円墳で、県南地方屈指の大きさを誇ります。大壇古墳群に隣接して別の古墳群もあり、この
地域に当時大きな勢力をもった集団がいたことを物語っています。
　石川地方そして県南地方の古代史を考える上で欠かせない重要性から、昭和４６（1971）年４月１３日、福島県
の史跡に指定されました。

●前方後円墳：わが国を代表する古代の墳墓。
平面形はかぎ穴を逆さにした形。大阪府の大仙
陵古墳（旧称：仁徳陵古墳）のように、墳丘の
全長が500メートル近い巨大な古墳もある。

➡ 1号墳（手前が前方部、奥が後円部）

　　　　➡ 前方後円墳の模式図

三森たか子氏『記念企画展』8月から開催！

　石川町立歴史民俗資料館は、町の文化
財保存と活用、町民の教育、学術及び文
化の発展を目的に昭和49（1974）年秋に
開館しました。公的施設としては、県下
のさきがけの一つです。≪資料館便り≫

「資料館便り」編集：石川町立歴史民俗資料館
〒963-7845　石川町字高田200-2　☎26－3768

「いしかわの石の物語」の出版に際して（H6）

「大
おお

壇
だん

古
こ
墳
ふん

群
ぐん

」（石川町新屋敷所在）

「資料館便り」では、町に伝えられて来た貴
重な文化財、鉱物や動植物などの天然記念物
を紹介します。

福 島 県 指 定 史 跡

石川町立歴史民俗資料館
平成27年度実績



今月の納期 国保だより
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6月  ●June

7月  ●July
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金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

子育てサロン（9：30〜）

在宅当番医

1歳6か月児健診（13：00〜）
子育てサロン（9：30〜）

在宅当番医

6〜7か月児教室（9：30〜）
3〜4か月児健診（13：00〜）

中谷自治センター

添田医院

保健センター
中谷自治センター

ひらた中央病院
（平田村）

保健センター
保健センター

15
16
17
18

19
20
21
22
23

24
25
26
27
28
29
30

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

子育てサロン（9：30〜）　　　　　　　　
石川町少年の主張大会

（10：00〜）
在宅当番医

1歳児教室（9：30〜）
子どもすくすく相談会

（15：00〜）
子育てサロン（9：30〜）

在宅当番医

中谷自治センター
共同福祉施設

ひらた中央病院
（平田村）

保健センター
保健センター

中谷自治センター

ひらた中央病院
（平田村）

（平成28年4月1日～4月30日までの届出分で
掲載希望のあった方　敬称略）

●6月27日㈪までに
　納めましょう
　町県民税（第1期）

氏 名 保 護 者 住所

鈴木　友
ゆ

結
い

（友　之・　千　） 湯郷渡

下地やよい （晃　央・範　子） 鹿ノ坂

川越　悠
ち

花
か

（健　司・真　希） 双　里

藤井　紀
き

光
ひろ

（優　太・朝　香） 塩　沢

氏　　名 住 所

鈴木フヨノ （谷　沢）

蛭田　節子 （板　橋）

戸部　チヨ （下　泉）

矢内　セン （南山形）

山田ハナ子 （双　里）

永瀬　ウメ （曲　木）

小松　一夫 （字新屋敷）

添田　チヨ （北山形）

氏　　名 住 所

宇佐見潤一 （北　町）

近藤　文雄 （沢　井）

佐藤　伊七 （新　町）

渡邊　典子 （母　畑）

丹内　乙女 （当　町）

矢吹　　博 （曲　木）

五十嵐サキ （豆ケ平）

TOWN EVENT
CALENDAR
石川町6～7月の主な予定

こんにちはこんにちは赤ちゃん赤ちゃん
He l l o  ba b y

メモリーコーナーメモリーコーナー
M E M O R Y C O R N E R

カップルカップル誕生誕生
Coup l e

おくやみおくやみ Condo l ence

国民健康保険証は
大切に保管しましょう!!

子どものむし歯有病者率（平成25年度）
　 1歳6か月児 3歳児 6歳児

石川町 0.88％ 24.8％ 71.4％
福島県 2.49％ 27.4％ 62.8％
全　国 1.91％ 17.9％ 49.1％

　この表は子どものむし歯有病者率です。年齢が
上がるにつれて、むし歯が多くなっていることが
わかります。そして、福島県は全国の中でもむし
歯が多い県です。
　まず、1歳6か月児から3歳児の間にむし歯が
増えています。むし歯の原因となる細菌（特にミ
ュータンス菌）は、生まれたばかりの赤ちゃんに
は存在しません。それらの多くは、主に母親など
の家族から乳幼児期に感染することがさまざまな
研究からわかっています。特に奥歯の生え始める
1歳半頃から2歳半頃までは『感染の窓』と呼ばれ、
この時期に感染することが最も多いといわれてい
ます。お子さんだけでなく、家族の口腔ケアに注
意が必要です。しかし、むし歯の原因菌に感染し
ただけでは、むし歯になるとは限りません。おや

つの食べ方、歯みがきなどの生活習慣に気をつけ
ることが大切です。
　さらに石川町では、6歳児になると、むし歯のあ
るお子さんが大変多くなっています。これは、お
子さんの成長につれて、おやつの量や回数が増え
たり、歯みがきがお子さん任せになってしまった
りといった生活習慣の変化が要因と考えられます。
この時期は乳歯から永久歯に生え変わる時期です
が、「生え変わるので、むし歯になっても構わない」
ということではありません。乳歯にむし歯が多い
と、永久歯のむし歯、歯並びにも影響を与えます。
仕上げみがきは親子が毎日できるスキンシップで
す。小学3年生頃まで継続して、親子で健康な歯
を保ちましょう。

　保険証は身分証明に使われることも多く、知らない
うちに悪用される可能性もありますので、紛失しない
ように大切に保管しましょう。

①保険証を紛失したり、汚れて使用できなくなったり
したときには、申請により再交付を受けることがで
きます。

申請に必要なもの
◦身分を証明するもの（運転免許証など） 
（申請に来る人が本人または同一世帯以外の場合
は、身分を証明するものと委任状が必要です。その
際、保険証は即日交付ではなく、後日ご本人へ郵送
いたします。） 

◦使用できなくなった保険証（紛失の場合は不要） 
◦印鑑 

◦マイナンバー（個人番号）の確認できるもの（マイ
ナンバー［個人番号］通知カードなど）に変更

※紛失した保険証を発見したときは、再交付された保
険証ではなく、古いほうの保険証を返還してくださ
い。 

※保険証を紛失した場合は、警察に届け出をしてくだ
さい。

　　
②コピーした保険証や有効期限を過ぎた保険証は使

えませんので、資格がなくなったら速やかに国保へ
返還してください。

③被保険者に異動があったときなどには、記載事項を
勝手に直すことはできませんので、国保の窓口へ届
け出てください。

　新　郎　新　婦（住所）　

青山　恭通 （母　畑）・ 瀧口　理恵 （母　畑）

大竹　正俊 （大　室）・ 中塚　智恵 （塩　沢）

酒井　祐樹 （谷　沢）・ 鈴木　那々 （轡　取）

自殺対策予防標語「 家族愛・地域の愛で自死防止」●お問い合わせ先　保健センター　☎２６－８４１６

保健センター
だ より

歯と口の健康週間
〜健康も 楽しい食事も いい歯から〜

◆お問い合わせ先　 町民生活課　国保年金係　☎ 26-9125



町 民 憲 章
1.自然と文化を愛し
　豊かな町をつくりましょう
1.親切と勤労をむねとし
　住みよい町をつくりましょう
1.歴史と未来をみつめ
　誇りある町をつくりましょう

Q毎日の通学などで気をつけていることは？
A必ず防犯ブザーを身につけて、周りをよく見て下

校するようにしています。
Q将来の夢を聞かせてください。
Aみんなが住みやすくて、地震にも負けない強くて

立派なおうちを建てる大工さんになりたいです。

桑澤　克輝さん
かつ き
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再生紙を使用しています

編 集 後 記
　６月に入りました。広報担当になって
２か月が経ちましたが、あっという間に
過ぎる毎日です。さて、６月といえば
梅雨の時期です。夏に入る前というこ
ともあり、ジメジメとした天候が嫌にな
りますね。今年は気温が高い日が多い
せいか、春でも初夏のような天候が続
きました。季節の変わり目や気温の寒
暖が激しい日は体調を崩しやすいです。
皆さん体調管理には十分気を付けて毎
日を元気に過ごしましょう。　　（山田）

　６月に入りました。広報担当になって
２か月が経ちましたが、あっという間に
過ぎる毎日です。さて、６月といえば
梅雨の時期です。夏に入る前というこ
ともあり、ジメジメとした天候が嫌にな
りますね。今年は気温が高い日が多い
せいか、春でも初夏のような天候が続
きました。季節の変わり目や気温の寒
暖が激しい日は体調を崩しやすいです。
皆さん体調管理には十分気を付けて毎
日を元気に過ごしましょう。　　（山田）
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今、情熱を傾けて取り組んでいることは何
ですか
仕事と恋人探しです。一日でも早く仕事を
覚えたいのと、早く運命の人を見つけたい
です！
将来やってみたいことや夢を聞かせてくだ
さい
幸せな家庭を築くことです。おじいちゃん、
おばあちゃんになっても手をつないで散歩
できるようなお嫁さんが欲しいです！
将来どんな町になって欲しいですか
活気、笑顔があふれる町になってほしいで
す！
最後に理想のタイプは
ストライクゾーンが広いのでタイプはない
です！

相田　英貴さん
（22歳）

▶次回は、相田さんの
紹介で瀬谷夏美さん
です。

職業▶社会福祉法人桜が丘愛生園で書記を
しています。

●「ハッピースマイル」では参加してくれるお子さん（３歳以下）を募集し
ています。気軽にお問い合わせください。
　石川町役場総務課　２６－２１１１
●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。
　必要事項を記入し写真画像を添えお送りください。 
koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

吉田　小
こ

夏
なつ

ちゃん（2歳）

「いつも元気なこなつちゃん！
　明るく優しい子に育ってネ♥」

おとうさん・おかあさんより　塩沢


